
令和4年度研究開発学校フォーラム

研究開発課題

高度に競争的て
‘

グロ ー バル化された多様性社会に適

応するために求められる，3つの次元（躍動する感性 ・

レジリエンス ・ 横断的な知識）の基礎となる資質 ・ 能力

を育成する幼小中一貫教育カリキュラムの研究開発
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令和5年1月18日（水）
広島大学附属三原中学校外2校園

研究開発の特徴
研究開発課題とその設定背景
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予測不可能な(VUCA)時代 ・ 様々な価値観の混在した多様性社会の到来

例えば…•感染症の流行による全国の一斉休校／タブレット端末の導入による教育のデジタル化
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（学習指導要領解説総則編より）

ヵ 附属三原学校園の子どもたちの新たな課題

ロ
•新しいことには二の足を踏む
・粘り強く取り組めない

0これまでの学校教育の在り方にとらわれた教育活動だけて‘

は，子どもたちが将来社会に対応て‘きなくなる可能性がある
→教育として何を求めるか 3 
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高度に競争的てグロ ー バル化された多様性社会に適応す
るために求められる，3つの次元 「躍動する感性」 「 レジリエン
ス」 「横断的な知識」の基礎となる資質・能力を育成する幼小
中 一貫教育カリキュラムの研究開発

道徳•特別活動 ・ 総合的な学習の時間の全ての時数と各教科の4分の1程度
を上限に関連させた新領域「光輝（かがやき）」てメタ学習を通して行う幼小中
一貫教育カリキュラムを開発， 実践することにより ， 多様性社会に適応すること
につながる3つの次元（躍動する感性 ・ レジリエンス ・ 横断的な知識）の基礎と
なる資質 ・ 能力を育成することがてきるであろう。
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